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カバー交換を行う際は、スチームを止めて機械が十分に冷めてから作業を行ってくだ

さい。冷めずに作業を行いますと火傷をする恐れがあります。 注意

１：後裾のボルトを取りはずしやすくするために、“ユニット上昇

ボタン”を押し、後押えユニットを上昇させます。 
２：電源を切ります。 
３：押え板を留めている前後裾のナット（6ヶ所）とスプリングフ
ック（DF500：6ヶ所、KF500：8ヶ所）をはずし、古い 
ボディーカバーとボディーネルを取りはずします。 
※この時、SUS棒（４本）を取り出してください。 
※スプリングフックは、刃が鋭いので注意してください。 
４：新しいボディーネルをボディーに乗せ、前後の穴（6ヶ所）を
ネジピンに通します（写真参照）。 

５：ボディーネルの脇に SUS棒を通し、スプリングフックで 
固定します。 

６：新しいボディーカバーをボディーに被せます（写真参照）。 
７：押え板をネジピンに通しナットで仮止めします。 
 ※押え板の表裏に注意してください。 
 ※押え板の下に紐を通してください。 
８：紐を強く引っ張り結び、ナットを本締めしてください。 
 ※この時、ネジピンの先端がナットの面より出ない位置で固定 
してください。 

 

 

 

 

 

 

１：後押え上昇 

４：ボディーネル取り付け 

 

 

 

 

結び目 
３：ボディーカバー・ネル取りはずし

ナット 
（前後計 6個）

押え板 

後押え受けの裏を通す。

穴をネジピンに通す。 

 
スプリングフック 
（ボディー内側にDF500：6ヶ所）

KF500：8ヶ所）

SUS棒（4ヶ所） 

５：SUS棒とスプリングの取り付け ８：紐を結び、ナットの本締め

※ボルトは、ネジピンの先端がナットの面より出ない位置で 
固定する。（ボルトの破損を防ぎます。） 

後押え受けの裏を通す。

穴をネジピンに通す。 

脇の内側を通す。 

レバーの内側を通す。 

６：ボディーカバーの取り付け

７：押え板の仮止め 

押え板の下に紐を通す。 

 押え板の 
表裏に注意。 

 

ここを持つ 

刃が鋭いので

注意!! 

 

 

 ユニット 

上昇 

下降 

２：電源を切る 

上昇を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

k-nasu
テキスト ボックス
※仕様変更に伴い、一部のカバー交換手順が変更となっております






